
１１９ 番 受 信 ～ 出 動 指 令 の 流 れ

大
型
の
液
晶
画
面
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
ひ
と
目
で
把
握

問い合わせ　こども育成課☎（81）7011

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

親
子
で
楽
し
く
交
流

　子供が遊んでも安全なように、壁や床
にコルク材を使った「なかよしひろば」を
設置しました。また、子育て世代の触れ
合いと交流の場である「ぽけっと２1」も、
火・木・土曜日に開設しています。乳幼
児と保護者の憩いの場としてご利用くだ
さい。

1通報を受ける　通報があると、発信地点を割り出し、指令室の大型液晶画面の地
図に表示します。また、外国語での音声ガイダンスも導入し、外国籍の方からの
通報を把握しやすくなりました。

2状況を把握する　火事のときは、燃えているものや規模、避難などの状況を、救
急のときは、病人の情報や症状を確認します。応急手当が必要なときは、電話で
指示します。

3出動指令　聞き取った情報をもとに、消防車や救急車を現場に向かうよう指示し
ます。車両の稼働状況や現在位置は、大型液晶画面で常時把握しています。

※新システムでは、2・3の作業を複数の職員が同時に行えるため、より迅速で手
厚い対応ができるようになりました。

はだのこども館に誕生
なかよしひろば

　

24
時
間
体
制
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
火
事
や
救
急
な
ど
の
１
１
９
番
通
報

を
受
け
付
け
て
い
る
情
報
指
令
室
。
昨

年
の
１
１
９
番
通
報
の
数
は
一
日
平
均

28
件
で
、
多
い
と
き
に
は
、
60
件
以
上

の
電
話
が
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
き
は
、
一
秒
で
も
早
い
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
総
額
２
億
３
７
０
万
円
を

か
け
て
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
３
月
か
ら
運
用
を
始
め
ま

し
た
。
新
シ
ス
テ
ム
は
、
１
１
９
番
通

報
の
受
信
か
ら
出
動
指
令
ま
で
の
所
要

時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
最

大
限
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
安
全
は　

心
と
時
間
の　

ゆ
と
り
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実

施
し
ま
す
。
一
人
一
人
が
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

新
入
学
児
童
の
通
学
時
に
お
け
る
交
通
安
全
指
導

と
き　

4
月
7
日（
月
）　

午
前
7
時
半
～
8
時

半　

雨
天
中
止　

と
こ
ろ　

秦
野
橋
北
側
、
南

小
学
校
前
、
東
公
民
館
前
、
菩
提
原
バ
ス
停
前
、

広
畑
小
学
校
入
口
、
サ
ン
ラ
イ
フ
入
口
、
渋
沢

小
学
校
入
口
、
上
公
民
館
前
の
各
交
差
点

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
き
・
と
こ
ろ　

▽
4
月
8
日（
火
）　

午
後
4
時
～
5
時　

イ
オ

ン
秦
野
Ｓ
Ｃ　

▽
10
日（
木
）　

午
前
8
時
半
～
9
時
半　

大
根
小

学
校
入
口
交
差
点　

※
い
ず
れ
も
、
雨
天
の
と
き
は
翌
日
同
時
刻

に
延
期

交
通
安
全
標
語
決
ま
る

　

１
７
５
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
次
の
と
お
り
入
選
者
が
決
ま
り

ま
し
た（
敬
称
略
）。

▽
市
長
賞　

髙
橋
賢
二
郎（
新
町
）　

▽
秦
野
警
察
署
長
賞　

目
黒

常
子（
曽
屋
）　

▽
秦
野
市
交
通
安
全
協
会
長
賞　

小
泉
時
江（
名

古
木
）　

大
木
優
哉（
平
沢
）　

古
谷
ツ
ヤ
子（
菩
提
）　

川
戸
貞
行

（
室
町
）

市
長
賞　

髙
橋
さ
ん
の
作
品

交
通
指
導
員
を
募
集

活
動
内
容　

早
朝
啓
発
活
動
や
地
域
で
の
交
通
安
全
活
動
な
ど　

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
未
満
の
方　

活
動
期
間　

平
成
28
年
5

月
ま
で　

申
し
込
み　

市
交
通
安
全
協
会
☎（
８
１
）７
７
７
１

消防指令システムをリニューアル

命を守る一秒を

４
月
６
日
〜
15
日

問
い
合
わ
せ　

情
報
指
令
課
☎（
８

１
）０
１
１
９

問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
安
全
課
☎（
８
２
）９
６
２
５

平成27年 1月　市制施行60周年

夢・希望！　未来へつなごう

平成26年（2014 年）

No.1098

4 １
主　な　内　容

◇姉妹都市パサデナ訪問団が来秦	（ 2 面）
◇国民健康保険税が変わります	 （ 3 面）
◇平成26年度予算のあらまし	（ 4 ・ 5 面）
◇確認できます　土地や家屋の評価額	（ 6 面）
◇賢く省エネ　スマートハウス	 （ 8 面）

編集・発行　秦野市　市長室広報課　〒257-8501　秦野市桜町一丁目3番2号　代表　☎0463（82）5111    0463（82）9792　http://www.city.hadano.kanagawa.jp
毎月 2回（ 1日・15日）発行

桜まつりの開催日は、 4月 5日（土）・ 6日（日）に変わりました。　問い合わせ　観光課☎（82）9648お知らせ

通
学
路
　
ル
ー
ル
守
っ
て
　
登
下
校



アメリカ合衆国

テキサス州

パサデナ市

ヒューストン

昭和39年 9 月：�パサデナ市と姉妹都市提携
昭和53年 ２ 月：�民間友好訪問団がパサデナ市を初訪問
昭和59年10月：�両市青年会議所が姉妹提携
　　　　11月：�テーグ小学校と本町小学校が姉妹校提携
昭和6２年11月：�スパークス小学校と西小学校が姉妹校提携
平成 9年 3月：�パサデナ通りにモニュメントを設置
平成18年 4 月：�ジョン・マンラブ市長が来秦。「青少年交流促進

に関する合意書」を取り交わす
平成２0年 3 月：�市選抜少年野球チームがパサデナ市で親善試合
平成２1年10月：�トンプソン中学校と渋沢中学校が姉妹校提携。ト

ンプソン中学校の生徒 4人が来秦

パサデナ市の紹介

パサデナ市訪問団が秦野へ
友情を育み5 0年

てはイチゴの栽培や畜産業などが中心でしたが、
現在は石油化学工業が盛んです。世界最大のイ
チゴショートケーキ作りやパレードを行うスト
ロベリー・フェスティバルが有名です。

ーティーで行います。
最優秀賞　金子雅宣（寺山）　優秀賞　広瀬奈津美
（堀西）　山崎利夫（渋沢 ２）　野島信行（清水町）　佳
作　小宮幸雄（春日町）　栗飯原茂（曲松 1）　小林昭
五（東田原）　小柴宗子（松原町）　原田郁生（曽屋）　
パサデナ賞　加藤一男（平沢）

と�　き　 4月２0日　午後 ２時～ 4
時

ところ　文化会館　入場自由
定　員　480人（当日先着順）

とき　 4月16日（水）～２5日（金）　午前 9時～午後 5
時（２5日は午後 4時まで）　ところ　文化会館

　ＮＡＳＡ（米
国航空宇宙局）
で有名なテキサ
ス州ヒュースト
ン市の南側に位
置します。かつ

　歌や踊りを楽しみながら、パサデナ市訪問団と触
れ合いませんか。
と�　き　 4月２0日（日）　午前11時～午後 1時
ところ　商工会議所会館
定　員　100人（当日先着順）

　53点の応募があ
り、審査の結果、
次のとおり入賞者
が決定しました
（敬称略）。表彰は、
4月２0日の交流パ

人　口 約15万人（秦野市の約0.9倍）
面　積 115.3㎢（秦野市の約1.1倍）

市民交流パーティー

姉妹都市提携50周年記念式典

入賞おめでとうございます
伝えよう、秦野の魅力！写真コンテスト

全応募作品を展示

最
優
秀
賞
金
子
さ
ん
の
作
品

　本市とパサデナ市は提携から現在に至るまで、訪問団の相互派遣や
中学生・教職員の視察研修など、幅広い交流を進めてきました。

内�　容　両国国歌の独唱、50年の歩み紹介、本町小
学校の合唱、西小学校のダンス、渋沢中学校の吹
奏楽演奏、秦野高校の弦楽演奏ほか　※先着100
人に記念品をプレゼント

50年を振り返る
秦野市・パサデナ市交流の主な足跡

秦
野
へ
の
旅
立
ち
を
心
待
ち
に

　

姉
妹
都
市
提
携
以
来
、
本
市
と
パ
サ
デ
ナ
市

は
、
官
民
が
一
体
と
な
り
さ
ま
ざ
ま
な
相
互
交

流
事
業
を
展
開
し
、
親
交
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
提
携
50
周
年
を
記
念
し
、
今
月
20
日

（
日
）に
式
典
や
市
民
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
て
、
パ
サ
デ
ナ
市
訪
問
団
を
歓
迎
し
ま
す
。

「
今
ま
で
妻
と
一
緒
に
秦
野
を
4
回
訪
れ
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
い
つ
も
心
温
か
く
迎
え
て

く
れ
ま
す
」

　

穏
や
か
な
口
調
で
話
す
の
は
、
今
回
訪
問
す

る
パ
サ
デ
ナ
姉
妹
都
市
協
会
の
エ
ド
・
ゴ
ー
ド

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
だ
と
い
い
ま
す
。

「
両
市
の
50
年
に
わ
た
る
友
好
の
一
員
と
な

れ
た
こ
と
を
、
光
栄
に
思
い
ま
す
」

　

ゴ
ー
ド
会
長
は
、
提
携
50
年
の
節
目
の
年
に

訪
問
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
、
今
後
も

両
市
の
関
係
が
発
展
し
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

心
を
込
め
た
お
も
て
な
し
を

　

パ
サ
デ
ナ
市
内
の
小
・
中
学
校
と
姉
妹
校
提

携
し
て
い
る
本
町
・
西
小
学
校
、
渋
沢
中
学
校

は
、
パ
サ
デ
ナ
市
訪
問
団
を
学
校
に
迎
え
入
れ

る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
５
月
、
姉
妹
校
の
ト
ン
プ
ソ
ン
中
学
校

を
訪
問
し
た
渋
沢
中
学
校
の
石
井
陽
子
教
諭
は
、

「
ト
ン
プ
ソ
ン
中
の
生
徒
た
ち
か
ら
は
、
自

分
の
学
校
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
熱
い
思
い

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
今
度
は
私
た
ち
が
伝

え
る
番
で
す
」

と
語
り
ま
す
。
訪
問
団
が
生
徒
一
人
一
人
の
顔

を
見
て
触
れ
合
え
る
、
お
も
て
な
し
の
場
を
つ

く
る
こ
と
を
企
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
で
披
露
す
る
曲
の
練
習
に

励
ん
で
い
る
吹
奏
楽
部
の
高
坂
歩
未
さ
ん（
３

年
）は
、

「
英
語
で
伝
え
ら
れ
な
い
気
持
ち
を
、
音
楽

を
通
じ
て
思
い
き
り
表
現
し
た
い
で
す
ね
」

と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

国
境
を
越
え
た
人
と
人
と
の
結
び
付
き
に
大

切
な
の
は
、
言
葉
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身

振
り
や
手
振
り
、
音
楽
で
も
思
い
は
伝
わ
り
ま

す
。
今
回
の
パ
サ
デ
ナ
市
か
ら
の
訪
問
は
、
お

互
い
の
考
え
や
文
化
を
理
解
し
合
う
絶
好
の
機

会
。
半
世
紀
の
友
情
を
次
の
50
年
へ
つ
な
げ
る

た
め
、
あ
な
た
も
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
自
治
振
興
課
☎（
８

２
）５
１
１
８

記
念
式
典
に
向
け
練
習
す
る
渋
沢
中
吹
奏
楽
部

パ
サ
デ
ナ
市
で
の
少
年
野
球
親

善
試
合（
平
成
20
年
）

5 回目の訪問に期待を寄せるゴード夫妻

民間友好訪問団がパサデナ市へ（昭和53年）

渋沢中とトンプソン中の姉妹校提携調印式（平成21年）和の作法を学ぶトンプソン中の生徒（平成21年）

2第1098号 平成26年（2014年）4月 1日姉妹都市パサデナ訪問団が来秦

会
長
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
世
話
に
な
っ
た

家
族
と
は
今
で
も
付

き
合
い
が
あ
り
、
生

涯
を
通
じ
て
の
友
人

だ
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

ま
た
、
和
太
鼓
や

琴
の
美
し
い
音
色
と

伝
統
あ
る
日
本
舞
踊

に
感
動
し
た
こ
と
、

た
ば
こ
祭
や
市
民
の

日
に
参
加
し
、
心
を

通
わ
せ
た
こ
と
も
忘

　

市
民
相
互
の
交
流
や
親
善
を
目
的
に
、
昭
和
39
年（
１
９
６
４
年
）に
本

市
と
姉
妹
都
市
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
キ
サ
ス
州
パ
サ
デ
ナ
市
。

提
携
50
年
の
節
目
を
迎
え
、
今
月
16
日（
水
）か
ら
21
日（
月
）ま
で
パ
サ
デ

ナ
市
訪
問
団
９
人
が
本
市
を
訪
れ
、
交
流
を
深
め
ま
す
。



歳入

5.1億円
の不足 税率改定

2.06億円

繰入金
2.05億円

自助努力
1億円

歳出

414.9億円
420億円

80
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110

105

100
（億円）

17.3

22年度

保険税 繰入金 保険給付金（医療費）

23年度 24年度 25年度

43.6

18.7

41.9

20.3

41.9

22.0

41.9

（億円）

107.4
112.5

119.9

128.3

～今後 ２年間で約5.1億円が不足～

～不足分を税率改定などで対応～

～平均5.４％の増額、資産割を廃止～

～年々増大する医療費、保険税収入は伸び悩み～

平成26・27年度の歳入歳出見込み

歳入不足分の対応

国保税の税率改定表

　　　　　医療費と保険税、繰入金の推移（平成22～25年度）

　視覚・聴覚障害者への理解を深めるため、手話や
点訳の基礎を学びませんか。　
手話基礎講座
とき　 ５月 ８日～10月16日の第
1・ ２・ ３木曜日　全1８回　◇
昼の部　午前10時～11時半　◇
夜の部　午後 ７時～ ８時半　ところ　保健福祉セン
ター　対象　 1年以上手話経験がある、または入門
講座を受講した２５人（申し込み先着順）

４ 月 ２ 日以降に70歳の誕生日を迎える方
　７0歳の誕生月の翌月（ 1日が誕生日の方はその月）か
ら、窓口負担が 1割から ２割に変わります。
４ 月 １ 日までに70歳の誕生日を迎えた方
　 ４月以降も、窓口負担は 1割のまま変わりません。
※�いずれも一定の所得がある方は、 ３割負担となりま
す。

点訳ボランティア講座
とき　 ５月 ９日～ ７月11日の毎週金曜日　全10回　
午前10時～正午　ところ　保健福祉センター　定員
　２0人（申し込み先着順）　費用　５00円

手話や点訳を学ぼう

４ 月 ２ 日以降に70歳の誕生日を迎える方

医療費の窓口負担が ２割になります

※�金額は 1年間の額。均等割は加入者 1人の、平等割は加入世帯 1
世帯の金額です。

問い合わせ　社会福祉協議会☎（８４）７７11

問い合わせ　障害福祉課☎（８２）７616

問い合わせ　国保年金課☎（８２）９61３

参加者
募集

問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
☎（
８
２
）７
６
１
６

問�

い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課
☎（
８
２
）９
６
１
４
ま
た
は
平
塚
年
金

事
務
所
☎（
２
２
）１
５
１
５

在
宅
障
害
者
福
祉
手
当
の
申
請
を

変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
の
免
除
制
度
・
保
険
料

安
定
し
た
国
保
運
営
の
た
め

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定

区　　分 26年度 27年度 合計

歳
　
入

保険税 42.1億円 42.1億円 84.2億円
国県補助金など 129.0億円 157.7億円 286.7億円
一般会計繰入金 21.7億円 22.3億円 44.0億円

計 192.8億円 222.1億円 414.9億円

歳
　
出

保険給付費 133.7億円 141.4億円 275.1億円
その他 59.7億円 85.2億円 144.9億円
計 193.4億円 226.6億円 420.0億円

歳入−歳出 −0.6億円 −4.5億円 −5.1億円

区　分
医療給付費 後期高齢者支援金 介護納付金

改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後
所得割 4.79% 5.38% 1.87% 1.98% 1.79% 1.83%
資産割 7.40% 廃止 2.60% 廃止 − −
均等割 1万8600円 1万9600円 6200円 6300円 5500円 6400円
平等割 1万9900円 2万 800円 6600円 6700円 5900円 6800円
課税限度額 51万円 51万円 14万円 16万円 12万円 14万円

増
え
続
け
る
医
療
費
で
収
支
が
悪
化

　

国
保
は
、
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
と
は
異

な
り
、
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
医
療
費
は
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
に
１
０
７
億
円
だ
っ
た
保
険
給

付
金
は
、
25
年
度
は
１
２
８
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。　

　

一
方
、
保
険
税
収
入
は
、
無
職
や
低
所
得

の
加
入
者
が
多
い
こ
と
か
ら
伸
び
悩
み
、
増

え
続
け
る
医
療
費
に
税
収
入
が
追
い
付
か
ず
、

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

一
般
会
計
か
ら
、
毎
年
多
額
の
繰
入
金
を
補

て
ん
し
、
25
年
度
は
22
億
円
を
繰
り
入
れ
て

い
ま
す（
図
表
①
参
照
）。

　

市
で
は
、
国
保
財
政
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
重
点
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

▽
未
収
金
対
策

　

土
曜
日
の
納
税
相
談
、
職
員
・
納
税
推
進

員
に
よ
る
訪
問
徴
収
、
新
規
滞
納
者
へ
の
督

促
や
個
別
訪
問

▽
医
療
費
の
適
正
化

　

レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実
、
特
定
健
診
や
保

健
指
導
に
よ
る
市
民
の
健
康
意
識
の
向
上

▽
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進

　

新
薬
よ
り
安
価
と
さ
れ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
差
額
通
知
の
送
付
、勧
奨
チ
ラ
シ
・

希
望
カ
ー
ド
の
配
布

保
険
税
を
４
年
ぶ
り
に
改
定

　

市
で
は
引
き
続
き
、
未
収
金
対
策
や
医
療

費
の
適
正
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

が
、
26
・
27
年
度
の
２
カ
年
で
約
５
億
１
千

万
円
の
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
で
す（
図
表

②
参
照
）。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
不
足
分
の
全

額
を
補
う
こ
と
は
、
公
費
負
担
の
適
正
化
や

国
保
財
政
の
健
全
経
営
を
図
る
観
点
か
ら
困

難
で
す
。
こ
の
た
め
、
未
収
金
対
策
な
ど
の

自
助
努
力
分
１
億
円
を
差
し
引
い
た
２
億
５

０
０
万
円
を
繰
入
金
で
補
て
ん
し
、
な
お
不

足
す
る
２
億
６
０
０
万
円
分
を
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す（
図
表

③
参
照
）。

　

今
回
の
税
率
改
定
は
、
22
年
度
以
来
４
年

ぶ
り
で
、
平
均
５
・
４
４
㌫
の
負
担
増
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
改
定
に
併
せ
て
、
所

得
割
を
補
う
た
め
に
設
け
て
い
た「
資
産
割

課
税
を
廃
止
」す
る
と
と
も
に
、
低
所
得
者

に
対
す
る「
軽
減
基
準
を
拡
大
」し
ま
す（
図

表
④
参
照
）。

み
ん
な
で
国
保
を
守
ろ
う

　

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
負
担
増
を
お
願
い
し

て
も
、
本
市
の
国
保
財
政
は
、
今
後
も
厳
し

い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
生
活
習
慣
と
向
き
合
い
健
康

意
識
を
高
め
、
食
事
や
運
動
な
ど
を
通
じ
て

健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
で
医
療
費
が
抑
制
さ

れ
、
国
保
財
政
の
安
定
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。　

　

国
保
は
、
加
入
者
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
制
度
で
す
。
私
た
ち
の
健
康
を
守

る
国
保
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
現
在
、
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
・
２
級
を
持
っ
て
い
る
方
に
、
在
宅
障
害
者
福
祉
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

支
給
額　

年
３
万
円
ま
た
は
３
万
５
千
円

申�

し
込
み　

４
月
30
日（
水
）ま
で
に
申
請
書（
市
役
所
１
階
障
害
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
）を
障
害
福
祉
課
へ
持
参

注�

意　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
、
ま
た
は
精
神
科
の
病
院
に
６
カ
月
以
上

入
院
し
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

免
除
・
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
制
度
　

　

経
済
的
理
由
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い
と
き
は
、
保
険

料
を
免
除
ま
た
は
猶
予
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
申
請
期

間
が
拡
大
さ
れ
、
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
希
望
す
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料

　

今
月
か
ら
毎
月
の
保
険
料
が
２
１
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
５

２
５
０
円
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課
☎（
８
２
）９
６

１
３

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
治
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
国
保
の
財
政
を
健
全
化
す
る
た

め
、
４
月
か
ら
税
率
を
改
定
し
ま
す
。

3 平成２6年（２0１４年）４月 １日 広報はだの国民健康保険税が変わります

図表④

図表①

図表②

図表③



問
い
合
わ
せ　

財
政
課
☎（
８
２
）５
１
１
６

平成２6年度 各会計予算額
〜過去最大規模の予算〜

一般会計予算額の推移
〜介護、医療など扶助費が大幅に増額〜

紹介します　平成26年度の主な事業 一般会計の支出を多い順に見ると
〜子育て支援や医療などの福祉を充実〜

特別会計（主な事業と予算額）

財政用語解説コーナー
〜一般会計と特別会計〜

教育総務課　　 3510万円

：担当課　 ：事業費

消防総務課　　 7216万円

教育総務課　　 12億1790万円

防災課　　 6860万円

道路整備課　　 1900万円

公園課　　 3億2287万円

防災課　　 3026万円

保育課　　 1266万円

まちづくり推進課　　 1億4425万円

まちづくり推進課　　 1億1588万円

財産管理課　　 5491万円

教育指導課　　 4387万円

企画課ほか　　 1156万円

一般会計の収入を多い順に見ると
〜市税は微減するも国庫支出金が大幅に増加〜

一般会計 市債残高の推移
〜ピーク時の平成16年度末に比べ約71億円を削減〜

総額886億4600万円
明日のふるさと秦野の礎を築く

平成２6年度予算

種　別 予算額 構成比
（％）

市民 1人
当たりの額

市税（市民税、固定資産税など） 233億2000万円
（−3000万円） 50.0

14万1578円
（+350円）

国庫支出金（国から交付される補助金など） 76億7225万円
（＋8億747万円） 16.5

4万6579円
（＋5059円）

県支出金（県から交付される補助金など） 34億4545万円
（＋2億695万円） 7.4 2万918円

（＋1331円）

市債（国や金融機関などからの借金） 30億2470万円
（−5億5310万円） 6.5 1万8363円

（−3277円）
地方交付税（普通交付税と特別交付税とし
て国から配分される交付金）

24億8000万円
（＋3億円） 5.3 1万5056円

（＋1871円）
地方消費税交付金（県税である地方消費税
からの交付金）

15億4000万円
（＋1億4000万円） 3.3 9349円

（＋881円）

繰入金（基金の取崩し、財産区からの収入） 11億5769万円
（−2億9152万円） 2.5 7028円

（−1737円）

諸収入（貸付金の返済による収入など） 9億4176万円
（＋8076万円） 2.0 5718円

（＋510円）
使用料や手数料（市の施設の使用や行政
サービスに対する収入）

7億3120万円
（−2271万円） 1.6 4439円

（−121円）
分担金や負担金（市の事業により特定の利
益を受ける人からの徴収金）

5億5547万円
（＋1144万円） 1.2 3372円

（＋82円）

繰越金（前年度からの繰越金） 5億円
（0円） 1.1 3036円

（＋12円）
財産収入（市有財産の貸付、売却などによ
る収入）

4億5523万円
（−150万円） 1.0 2764円

（＋2円）
地方譲与税（国が徴収する自動車重量にか
かる税とガソリンにかかる税の配分）

3億300万円
（−1300万円） 0.6 1840円

（−71円）
自動車取得税交付金（県が徴収する自動車
の取得にかかる税の交付金）

8100万円
（−5700万円） 0.2 492円

（−343円）
寄附金（個人、企業、団体などから受ける
金銭の無償譲渡）

2392万円
（−1億8950万円） 0.0 145円

（−1146円）

その他（利子割交付金、配当割交付金など） 3億7833万円
（＋2171万円） 0.8 2297円

（＋140円）

会計区分 26年度 25年度 増減額 前年度比

一 般 会 計 466億1000万円 462億円 4億1000万円 0.9%

水 道 事 業 会 計 33億5400万円 31億3100万円 2億2300万円 7.1%

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
事 業 193億5900万円 186億7700万円 6億8200万円 3.7%

下 水 道 事 業 69億8300万円 58億円 11億8300万円 20.4%

介護保険事業 106億8300万円 98億4900万円 8億3400万円 8.5%

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 16億5700万円 15億1100万円 1億4600万円 9.7%

計 886億4600万円 851億6800万円 34億7800万円 4.1%

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
や
特
別
会
計
な

ど
６
つ
の
会
計
の
予
算
総
額
は
、
８
８
６
億

４
６
０
０
万
円
。
前
年
度
に
比
べ
34
億
７
８

０
０
万
円
増
額
し
、
過
去
最
大
規
模
の
予
算

に
な
り
ま
し
た（
図
表
①
参
照
）。

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
で
市
税
が
減
額

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
景
気
の
回
復
基
調

が
続
く
こ
と
を
見
込
み
、
法
人
市
民
税
は
増

額
と
な
り
ま
す
が
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
伴
い
個
人
市
民
税
が
減
額
と
な
る
こ
と
か

ら
、
市
税
全
体
で
は
、
前
年
度
よ
り
３
千
万

円
減
の
２
３
３
億
２
千
万
円
を
見
込
み
ま
し

た（
図
表
④
・
⑤
参
照
）。

　

税
収
不
足
を
補
て
ん
す
る
普
通
交
付
税
は

前
年
度
に
比
べ
て
３
億
円
増
額
の
23
億
円
を

見
込
み
、
借
金
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
は
、

総
合
計
画
の
削
減
目
標
に
従
い
、
前
年
度
に

比
べ
て
７
千
万
円
減
の
19
億
３
千
万
円
を
借

り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

先
見
的
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

　

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
市
債
残
高
の
縮

減
に
取
り
組
ん
で
き
た
効
果
に
よ
り
公
債
費

が
減
額
と
な
り
ま
す
が
、
高
齢
化
の
進
行
に

伴
い
、
介
護
、
医
療
な
ど
の
扶
助
費
と
各
保

険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
大
幅
な
増

額
と
な
り
ま
し
た（
図
表
②
・
⑤
参
照
）。

　

子
育
て
、
教
育
環
境
の
充
実
、
大
地
震
や

大
雨
対
策
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る

事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
制

施
行
60
周
年
の
節
目
に
当
た
り
、
本
市
が
、

持
続
的
な
発
展
を
遂
げ
る
た
め
の
先
見
的
な

事
業
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
ま
す
。

安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、「
健
全
財
政
の
維
持
」

と
い
う
基
本
理
念
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
毎

年
の
借
金（
市
債
）を
返
す
以
上
に
借
り
な
い

取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
市
債
残
高

を
減
ら
し
、
将
来
世
代
の
負
担
軽
減
を
進
め

て
い
き
ま
す（
図
表
③
参
照
）。

歳入

図表①

図表④

歳出

※�市民 1 人当たりの額は、平成26年 2 月28日現在の住民基本台帳人口16万
4715人で算出。（　）内は前年度との比較増減

※�市民 1人当たりの額は、平成25年 2 月28日現在の住民基本台帳人口16万
5336人で算出。（　）内は前年度の金額。

　主に市税を財源とし、福祉や教育、土木など基本的な行政運営の経費
として計上するものを、一般会計といいます。これに対して、下水道事
業や国民健康保険事業など特定の収入を特定の支出に充てるため、一般
会計とは区分して計上するものを特別会計といいます。

　西中学校屋内
運動場（体育館）
や西公民館など
の複合施設の整
備について、事
業手法や施設配
置、建物形態な

　大規模地震などの
災害対策として、消
防団が消防本部や災
害対策本部と交信す
る消防団波のデジタ
ル化を図ります。

　児童・生徒の学習環境を向上
させるため、市内全小・中学校
の普通教室などに空調設備を導
入します。

　老朽化や備蓄資機材の増加で手狭となっている小・
中学校の防災備蓄倉庫を整備します。
整�備箇所：本町・大根・鶴巻・上・南が丘小学校、南・
鶴巻中学校

　新東名高速道路秦野サービスエリア
（仮称）へのスマートインターチェンジ
設置に向けて、スマートインターチェ
ンジや周辺道路の予備設計、実施計画
書の策定などに取り組み、関係機関と
の実務協議を進めます。

　平成27年度の事業
完了を目指して、文
化会館、図書館、総
合体育館周辺の園路
や広場などの改修工
事を行います。また、

　平成27年 1 月 1
日に迎える市制施
行60周年を契機に、
「ふるさと秦野」の
素晴らしさを再発
見してもらい、ま
た本市の魅力を市

　避難所となる市内全中学校にガソリンとガスの 2種
類の燃料を活用できるハイブリッド発電機や暖房器具
などを整備し、避難所機能の充実を図ります。

※�繰出金は、各保険事業特別会計のほか、下水道事業特別会計の合計額で
す。また平成26年度の繰出金には、「神奈川県後期高齢者医療広域連合」
への負担金を含みます。

　病気の回復期にある児童を、専
用の保育室で一時的に預かる病後
児保育を「ひろはたこども園」で実
施し、保護者の子育てと就労の両
立を支援していきます。

　平成29年度の事業
完了を目指して、駅
前広場や広場周辺、
県道立体横断施設な
どを一体的に整備し
ます。今年度は、土

　特別支援学級の児童・生徒の学習
補助、安全確保などに対応するため、
介助員を増員したり、勤務時間を延
長したりして、障害のある子供への
支援を充実させます。

　厳しい財政状況は
続きますが、「市民
の喜び・幸せ」を実
現するための取り組
みは、積極的に進め
ていきます。

種　別 予算額 構成比
（％）

市民 1人
当たりの額

民生費（障害者や高齢者の福祉、子育て支
援や医療などのための経費）

211億6449万円
（＋12億4221万円） 45.4

12万8492円
（＋7996円）

土木費（道路や橋、水路や公園の整備など
のための経費）

56億8537万円
（＋1億1396万円） 12.2

3万4516円
（＋818円）

総務費（市役所の全般的な運営や庁舎管理
などのための経費）

41億5641万円
（−2億892万円） 8.9 2万5234円

（−1169円）
衛生費（健康づくり、スポーツ施設の管理、環
境保全、ごみの収集や処理などのための経費）

40億1761万円
（−2億4803万円） 8.6 2万4391円

（−1409円）

公債費（市債などの返済金） 39億5869万円
（−1億6470万円） 8.5 2万4034円

（−905円）
教育費（小・中学校や幼稚園の管理、生涯
学習活動などのための経費）

34億9355万円
（−2193万円） 7.5 2万1210円

（−53円）
消防費（消防や防災など市民の安全を守る
ための経費）

21憶6734万円
（−3億4374万円） 4.7 1万3158円

（−2030円）
商工費（商業や工業、観光振興のための経
費）

8億7745万円
（−123万円） 1.9 5327円

（＋13円）

農林費（農業や林業の振興のための経費） 4億6102万円
（−4561万円） 1.0 2799円

（−265円）

議会費（議会の運営などのための経費） 3億7807万円
（−1201万円） 0.8 2295円

（−64円）

その他（諸支出金、予備費） 2億5000万円
（＋1億円） 0.5 1518円

（＋611円）

水道事業会計
配水管の改良� 3億1034万円
緊急時対策施設の整備� 1億6464万円
導水管送水管の耐震化� 1億6127万円

下水道事業特別会計
汚水管の整備� 11億4179万円
浄水管理センターの改築� 7億3050万円
雨水管の整備� 6億520万円

※�市民 1 人当たりの額は、平成26年 2 月28日現在の住民基本台帳人口16万
4715人で算出。（　）内は前年度との比較増減

西中学校屋内運動場等複合施設の整備

消防団無線のデジタル化

小・中学校への空調設備の整備

防災備蓄倉庫の整備

秦野ＳＡ(仮称)関連道路施設の整備

カルチャーパークの再編整備

避難所環境の整備

病後児保育の開始

鶴巻温泉駅南口周辺の整備

秦野駅南部(今泉地区)土地区画整理

本庁舎耐震対策の実施

特別支援学級介助員の拡充

市制施行60周年記念事業の実施

陸上競技場から管理事務所までのトイレの建て替えや、
駐輪場などの改修工事を行います。外にも広く発信するため、26・27年度の 2カ年にわたっ

て記念事業を実施します。今年度は、災害時相互応援
協定を結んでいる全国 7つの自治体が本市に集まる
「防災サミット」の開催や、桜並木が見事な道路への愛
称募集など、さまざまな事業を行います。

地区画整理事業区域内の区画道路などのインフラ整備
や宅地造成工事を行います。また、引き続き事業用地
の取得を進めていきます。

　良好な住環境を
創出するため、土
地区画整理組合が
施行中の今泉荒井
地区の事業促進を
支援します。また、

　公募型プロポーザルで最適な工法・業者を選定しま
す。また、平成29年度の耐震改修工事完了までの緊急
対策として、本庁舎の柱を補強し、耐震強度の向上を
図ります。

ど具体的な事業内容・スケジュールを盛り込んだ基本
計画を策定するとともに、使用していない中学校の校
舎を解体します。

図表②
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都市計画道路沿道地区の事業化に向けた取り組みを進
めていきます。

※ 3 �月補正　国の補助事業を活用するため、平成25年
度補正予算に計上した事業です。各事業の実施時
期は、26年度になります。

※ 3月補正

※ 3月補正

新 規

新 規

新 規

新 規

新 規

新 規

新 規
400

500
(億円)

300

200

100

337億
7957万円
337億
7957万円

408億
9270万円
408億
9270万円 373億

2384万円
373億
2384万円 354億

9706万円
354億
9706万円 343億

4279万円
343億
4279万円

193億
2238万円
193億
2238万円

68億
5510万円
68億
5510万円

116億
6917万円
116億
6917万円

148億
8016万円
148億
8016万円

177億
1226万円
177億
1226万円

平成16年度末 20年度末 26年度末見込22年度末 24年度末0

市債の内、臨時財政対策債の残高

市税以外 市税 その他
経費繰出金義務的経費 投資的

経費

（億円） （億円）

平成
26年

25年

21年

16年

100 100200 200300 300400 400

228.5億円
49.5％

93.0億円
20.1％

124.7億円
27.0％

41.2億円
8.9％

48.7億円
10.5％

57.2億円
12.4％

97.2億円
21.1％

30.1億円
6.5％

97.9億円
21.2％

11.0億円
2.4％

94.5億円
20.4％

98.8億円
21.2％

92.0億円
19.7％

98.3億円
24.2％

99.8億円
24.5％

85.8億円
21.1％

71.6億円
17.5％

41.6億円
10.2％

43.7億円
10.7％

126.2億円
27.1％

39.6億円
8.5％

39.4億円
8.5％

71.0億円
15.2％

26.2億円
6.4％

51.1億円
12.6％

55.6億円
13.6％

50.6億円
12.4％

97.9億円
21.0％

101.9億円
25.0％

89.1億円
21.8％

101.5億円
24.9％

103.9億円
25.5％

14.8億円
3.6％

11.8億円
2.5％

13.4億円
3.3％

232.9億円
50.0％

157.7億円
38.7％

180.5億円
44.2％

30.3億円
7.4％

78.8億円
19.3％

普通建設事業費公債費
扶助費 繰出金人件費

その他の税固定資産税
法人市民税個人市民税

30.2億円
6.5％

29.5億円
7.3％

92.4億円
19.8％

104.9億円
25.8％

歳　入 歳　出
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確認できます　土地や家屋の評価額
　自分の土地や家屋の評価が適正かどうか、縦覧帳簿で周辺の評価額と比
較できます。また、課税される物件や評価額が分かる固定資産課税台帳の
閲覧もできます。

※いずれも日曜日、祝・休日を除く。本人確認ができるものを持参
資産税課☎（82）7390・7391

●「たけのこ学級」学級生と
　補助ボランティア
　知的障害者が、スポーツや音楽な
どの集団活動を通じて仲間づくりを
する「たけのこ学級」に参加しません
か。　 8月を除く毎月第 3日曜日
　 本町公民館ほか　 ◇学級生　
義務教育を修了した市内在住の知的
障害者　◇補助ボランティア　活動
に関心がある方　 生涯学習課☎
（84）2792
●秦野観光和太鼓の会員
　市内外のイベントで演奏している
秦野観光和太鼓。あなたも一緒に、
和太鼓で秦野をＰＲしませんか。　
練習日　月 4回程度　 文化会館ほ
か　 小学生以上　 月2500円　入
会金2000円　※その他自主運営費あ
り　 観光協会☎（82）8833

●知的障害者バスケットボール競技
　関東ブロック予選会の見学
　全国大会を目指し開催されるハイ
レベルな試合を間近で観戦しません
か。　 4月19日（土）　20日（日）　
午前 9時～午後 6時　 総合体育館
　 障害福祉課☎（82）7616
●水泳教室

◇キッズスイ
ミング　 4 月22日～
7月15日（ 4月29日を除く）の毎週火
曜日　全12回　午後 4時50分～ 5時
50分　小学生36人　◇中・上級者ス
イミング　 4月30日～ 7月16日の毎
週水曜日　全12回　午後 1時50分～
2時50分　 4種類の泳法の技術向上
を目指す　25人　◇初級スイミング
教室　 5月 2日～ 7月18日の毎週金
曜日　全12回　午前10時50分～11時
50分　30人　◇アクアビクス　 5月
7日～ 6月25日の毎週水曜日　全 8
回　午前10時50分～11時50分　水中
でのエアロビクス　50人　◇アクア
グローブ　 5月 8日～ 6月26日の毎

週木曜日　全 8回　午後 1時50分～
2時50分　グローブを使ったエクサ
サイズ　50人　◇アクアフィットネ
ス　 5月 9日～ 6月27日の毎週金曜
日　全 8回　午後 7時半～ 8時半　
水中でのウオーキングやストレッチ
　50人　◇サタデースイミング　 5
月10日～ 6月28日の毎週土曜日　全
8回　午後 6時50分～ 7時50分　ス
イミングと水中トレーニング　30人
　◇ファミリースイミング　 5月11
日～ 6月29日の毎週日曜日　全 8回
　午後 4時50分～ 5時50分　家族で
水に慣れ、水中遊びを楽しむ　 3歳
以上の未就学児と保護者30組　※い
ずれも申し込み多数のときは抽選　
おおね公園温水プール　 4500円

（キッズスイミング、中・上級者ス
イミング、初級スイミング教室は
7000円）　 4月 3日（木）～ 9日（水）
に電話または総合体育館で申し込み
（ホームページでも受け付け可）　
スポーツ振興財団☎（84）3376
●障害者スポーツ教室

◇陸上競技　 4月26日（土）　
午後 1時半～ 4時半　中央運動公園
陸上競技場　◇ディスクゴルフ　 5
月25日（日）　午後 2時～ 4時半　総
合体育館　◇ユニカール　 6月28日
（土）　午後 1時半～ 4時半　総合体
育館　 障害福祉課☎（82）7616
●障害児・者親子スポーツ教室
5 月 9 日～平成27年 3 月 6 日の月
1回金曜日　全11回　午後 7時～ 8
時半　 総合体育館　 リズム体操
や球技　 知的障害がある小学 4年
生以上と保護者20組（申し込み先着
順）　 1000円　 4 月10日（木）～
27日（日）　 スポーツ振興財団☎
（84）3376
●バドミントン教室
5 月 7 日～ 7月16日の毎週水曜日
（ 6 月11日を除く）　全10回　午前
9時～11時　 総合体育館　 初心
者・初級者向け　 40人（申し込み
多数のときは抽選）　 4500円　
4月10日（木）～16日（水）　 スポー

ツ振興財団☎（84）3376
●こども体操教室
5 月10日～ 6月28日の毎週土曜日

　全 8回　午後 3時～ 5時　 総合
体育館　 マットや鉄棒、跳び箱な
どの器械体操　 平成21年 4 月 1 日
以前に生まれた、小学 2年生までの
30人　 3300円　 4月10日（木）～
16日（水）　 スポーツ振興財団☎
（84）3376

●スリムアップバランス料理講座
4 月22日（火）　午前10時～午後 1

時半　 保健福祉センター　 鮭の
ホイル蒸し、春キャベツの味噌汁　
20人（申し込み先着順）　 500円

　 健康づくり課☎（82）9603
●はだの野菜ヘルシー料理講座
4 月30日（水）　午前10時～午後 1

時半　 保健福祉センター　 ホイ
コーロー、人参のハニー風味マリネ
　 30人（申し込み先着順）　 500
円　 健康づくり課☎（82）9603
●シニア健康カレッジ
　運動を中心とした介
護予防の総合プログラ
ムを、各会場で年 8回
開催します。　初回日
　◇渋沢公民館　 5月 9日（金）　◇
本町公民館　15日（木）　◇広畑ふれ
あいプラザ　22日（木）　◇北公民館
　30日（金）　※いずれも午前 9時半
～11時半　 65歳以上　 高齢介護

渋沢公民館☎（87）7751
春色スイーツ「八重桜のシフォンケーキ」　 4月25
日（金）　午前 9時半～正午　16人　800円
本町公民館☎（84）5100
秦野観光写真コンクール入賞作品展　 4月15日
（火）まで
初心者パソコン相談　 4月15日（火）　午後 1時半
～ 3時半　パソコン持参
うたごえ広場「みんなで歌おう」　 4月24日（木）　
午後 1時半～ 2時半
南が丘公民館☎（84）6411
パソコンなんでも相談　 4月17日（木）　午後 1時
～ 4時　10人　パソコン持参
西公民館☎（88）0003
ブック展「ローマと中国」　 4月20日（日）まで　本

北公民館☎（75）1678
パソコン何でも相談　 4月 5日（土）　午前 9時～
正午　パソコン持参
里山カフェ　 4月 8日（火）　午前 9時半～11時半
　お茶を飲みながら楽しく会話
北のがらがらどん　 4月28日（月）　午前11時～正
午　未就学児の親子10組
大根公民館☎（77）7421
リズムにあわせて健康体操　 4月 3日（木）　17日
（木）　午前10時～11時半　65歳以上　300円
絵本の読み聞かせ　 4月12日（土）　午後 1時半～
2時　「はるのおきゃくさん」ほか
四季の写真展　 4月20日（日）～ 5月16日（金）
東公民館☎（82）3232
ヤビツ峠自然観察会　 4月24日（木）午前 8時秦野
駅北口集合～ヤビツ峠～午後 3時羽根地区　20人
　400円
親子で一緒に体操教室　 4月～ 7月の第 4金曜日
　午前10時～11時　親子10組

の展示と貸し出し
本の会　 4月11日（金）　午前10時半～正午　読書
会　10人　150円
女性セミナー「お洒

しゃ

落
れ

なおちょぼ袋作り」　 4月25
日（金）　午前 9時半～正午　15人　250円
上公民館☎（87）0212
アウトドアで燻

くん

製
せい

作り　 4月13日（日）　午前 9時
半～正午　15人　1200円
リフレッシュ教室　 4月16日（水）　午後 1時半～
3時半　軽い体操と楽しい会話　10人
端午の節句と「武者絵のぼり・五月人形展」　 4月
18日（金）～ 5月 6日（火）
南公民館☎（81）3001
おはなし会　 4月 9日（水）　午前10時半～11時半
　 4歳以下の親子15組
思い出サロン　 4月16日（水）　午後 1時半～ 3時
半　歌と交流　60歳以上50人
おもちゃの病院　 4月20日（日）　午前11時～午後
2時　部品代実費

ませんか。　 4月22日（火）　午前
10時～11時半　 本町公民館　 4
歳未満とその保護者20組（申し込み
先着順）　 社会福祉協議会☎（84）
7711
●議会報告会
　平成26年度予算など第 1回定例会
での審議内容を報告し、市民の方と
意見交換をします。　 ◇ 4月
23日（水）　午後 7時～ 9時　西公民
館　西中学校体育館と西公民館など
の複合化施設について　◇26日（土）
　午後 2時～ 4時　市役所　子育て
支援について　※いずれも入場自由。
26日は保育あり　質問・意見・要望
を事前受け付け　 4月10日（木）まで
に、議会事務局へファクス（（84）
2299）またはＥメール（gikai@city.
hadano.kanagawa.jp）　 議会事
務局☎（82）9652
●危険物取扱者試験と講習会
◇受験準備講習
会　 5月17日
（土）　午前 9時
～午後 5時　
保健福祉センター　 57人（申し込
み先着順）　 9200円　 4 月 8 日
（火）～消防本部予防課または伊勢原
市消防本部（伊勢原市伊勢原 3－32
－20）　◇危険物取扱者試験　 6
月 1日（日）　 神奈川大学横浜キャ
ンパス（横浜市神奈川区六角橋 3－
27－ 1 ）　 電子申請は 4月 4日（金）
～18日（金）。書面申請は 4 月 7 日
（月）～21日（月）　※受講申込書と受
験願書は消防本署・分署にあります
　 予防課☎（81）7602
●丹沢のヒノキでアルプホルン作り
5 月～平成27年 3 月の毎週 1回　
里山ふれあいセンター　 作品の
持ち帰りができる市内在住・在学・
在勤の中学生以上 5人（申し込み先
着順）　 2万7000円　 4 月18日
（金）　 森林づくり課☎（82）9631

4 月14日（月）～　 申請書（市役所
西庁舎 1階商工課、公民館、駅連絡
所、市ホームページにあります）に
必要書類を添えて、商工課へ持参　
※予算額に達し次第終了　 商工課
☎（82）9646

●広畑ふれあい発表会
　健康維持や仲間づくりを楽しむ場
の広畑ふれあい塾。受講生が 1年間
学んだ成果を発表します。　 4月
5 日（土）　正午～午後 5 時　 6 日
（日）　午前11時～午後 3時　 広畑
ふれあいプラザ　 生涯学習課☎
（84）2792
●スケッチハイキング
　頭高山の八重桜と山頂からの展望
を描きます。　 4月17日（木）午
前 8時40分渋沢駅改札前集合～峠バ
ス停～午後 3時半頭高山　 20人　
3000円　 観光協会☎（82）8833
●里山を歩こう　春の花・春の虫

4 月19日（土）午前
9時東公民館集合～正
午　 里山で野鳥や植
物、昆虫を観察　 30人（申し込み
先着順）　 環境保全課☎（82）9618
●くずはの家
　自然観察指導員養成講座
4 月～11月の毎月第 3日曜日　全
8 回　午前 9 時半～11時45分（ 4 月
20日、 5月18日、11月16日は午後 3
時半まで）　 くずはの家　 葛葉
峡谷の自然や動植物、岩石地質、自
然観察会の作り方などを学ぶ　講師
　一寸木肇氏（（財）日本自然保護協
会講師）、城川四郎氏（県植物誌調査
会代表）、高桑正敏氏（横浜シルク博
物館館長）ほか　 30人（申し込み先
着順）　 くずはの家☎（84）7874
●ママとキッズのほっとサロン
　母親同士で情報交換したり、保健
師と子育ての悩みなどを話したりし

授業料　年間60万円（月額 5万円）以
内　※卒業後に、貸与と同じ期間を
市医師会員の医療機関で勤務したと
きは、返還を全額免除　 申込書に
学校長の推薦書（市医師会事務局、
市ホームページにあります）、住民
票の写し、在学証明書、他の修学資
金を貸与されている方はその証明書
の写し、「私の理想とする看護師（助
産師）像とは」をテーマとした作文
（800字程度）を添えて、6月30日（月・
必着）までに〒257－0031曽屋11市医
師会事務局へ郵送または持参　 健
康づくり課☎（82）9603または市医師
会事務局☎（81）5018
●市内施工業者が行う
　住宅の新築やリフォームに補助
補助額　◇秦野産材を 3立方メート
ル以上使う住宅の新築または新築住
宅の購入　上限60万円　◇秦野産材
を0.1立方メートル以上使う住宅の
リフォーム　上限35万円　◇秦野産
材を使わない工事費10万円以上の住
宅のリフォーム　一律 5万円　※申
請前の工事着手は不可　受付期間　

●助成します　就学費用
　市民税非課税世帯など、経済的理
由で就学が困難な小・中学生の保護
者に、給食費や学用品費などの一部
を助成します。現在助成を受けてい
て、引き続き希望する方も申請が必
要です。　 市立小・中学生の保護
者、市内在住で県立中等教育学校の
前期課程に在籍する生徒の保護者　
申請書（市内の小・中学校、市役

所西庁舎 3階学校教育課、駅連絡所、
公民館にあります）に前年中の所得
を証明する書類などを添えて、学校
教育課または各学校へ持参　 4月
30日（水）　※ 5月以降に提出したと
きは、申請日の翌月分から支給　
学校教育課☎（84）2785
●貸与します　看護師修学等資金
看護学校や専門学校などに入学す
る、または在学していて、卒業後に
市医師会員の医療機関で看護師、准
看護師、助産師として働く方　貸与
額　◇入学金　年間10万円以内　◇

催し案内
秦野スケッチ会展　 4月 6日（日）まで　午前10時
～午後 5時（ 1日は午後 1時～、 6日は午後 3時
まで）　宮永岳彦記念美術館　油彩・水彩画の展
示　谷田☎（88）6074
唄と踊りと三味線の祭典　 4月 5日（土）　午前 9
時半～午後 6時　文化会館　東日本大震災の復興
支援チャリティー公演　ＦＭＧ藤ミュージックグ
ループ☎050（1153）0212
楽々フォト展　 4月 6日（日）～25日（金）　午前 8
時半～午後 5時　東公民館　東写友会☎（81）8816
絵本の読み聞かせ　◇ 4月 9日（水）　午後 3時～
　堀川児童館　◇10日（木）　午後 3時～　大根公
民館　◇12日（土）　午後 2時半～　南が丘公民館、
西公民館、末広ふれあいセンター　◇15日（火）　
午後 3時～　東公民館　◇17日（木）　午後 3時～
　鶴巻公民館　おはなしころりん☎（88）3286
書道作品展　 4月13日（日）～ 5月 9日（金）　午前
9時～午後 5時　サンライフ鶴巻　梶田☎（78）

3279
定期演奏会　 4月20日（日）　午後 2時～ 4時　文
化会館　ラフマニノフ「ピアノ協奏曲第 2番」ほか
　1000円（高校生以下は500円）　秦野市民交響楽
団☎090（4248）7413
はだの日曜画家展　 5月14日（水）～17日（土）　文
化会館　午前10時～午後 5時（14日は午後 1時～、
17日は午後 4時まで）　絵葉書や陶芸など公募作
品を展示　※作品の持ち込みは14日午前10時～11
時に受け付け　日比☎090（1120）5291
仲間募集
ママ＆キッズＤｒｅａｍ（体操・ダンス）　月 4回
金曜日　午前10時～11時　南が丘公民館ほか　未
就園児と保護者　 1回500円　入会金1000円　林
☎090（4706）8903
着付け教室　第 2木曜日　午前10時～正午　上公
民館　女性　月1000円　藤田☎080（3547）5389
その他
県立職業技術校 ７月生募集　◇対象　職業に必要
な知識や技術、技能を習得し就職する意志のある
方　◇申し込み　ハローワーク松田☎0465（82）
8609で手続きをした後、 4月14日（月）～ 5月12日

（月）に西部・東部職業技術校へ　※募集案内は各
校、ハローワーク松田にあります　県産業人材課
☎045（210）5715
オストメイト健康相談会　 4月20日（日）　午後 1
時半～ 4時半　厚木市ヤングコミュニティーセン
ター（厚木市中町 1－ 1－ 3）　人工肛門・人工膀

ぼう

胱
こう

保有者とその家族や関係者　（公社）日本オスト
ミー協会神奈川支部☎0466（45）4216
かながわシニアスポーツフェスタ2014　健康マー
ジャン大会　 5月18日（日）　午前 9時15分～、午
後 1時半～　厚木健康麻将センター（厚木市中町
3－ 1 －17）　ねんりんピックの予選大会　※各
回上位 8人は決勝（ 5月25日（日））に出場　各回県
内（政令指定都市を除く）在住の60歳以上56人　
1500円　厚木健康麻将センター☎046（225）9566へ
リレーマラソン　参加者募集　諏訪市との姉妹都
市提携30周年を記念して実施します。　◇マラソ
ン　 6月 7日（土）午前 5時市役所スタート～午後
5時諏訪市役所　◇諏訪市内の観光　 8日（日）　
市内在住・在勤の方40人　 2万円　 4月26日（土）
までに30周年記念リレーマラソン実行委員会（☎
080（3154）4192）へ

定員のあるものは原則申し込み先着順、
ないものは原則入場自由です。

公民館だより公民館だより公民館だより

課☎（82）7394

図書館☎（81）７012
●映画会
◇ 4月 5日（土）　午前10時～午

後 0時 9分　「三遊亭円楽　落語集」
　◇19日（土）　午後 3時半～ 4時 7
分　「ぼくチロ！」（アニメ）　◇26日
（土）　午後 3時半～ 4時23分　「な
がぐつ三銃士」（アニメ）　 各日80
人（当日先着順）
●おはなし会

◇ 4月 5 日（土）　「子ぎつねの
目」ほか　◇ 6日（日）　「へびのクリ
クター」ほか　◇12日（土）　「くん
ちゃんのはじめてのがっこう」ほか
　◇19日（土）　「アンガスとあひる」
ほか　◇26日（土）　英語のおはなし
会　※いずれも午後 2時半～ 3時　
各日30人（当日先着順）
桜土手古墳展示館☎（8７）5542
●秦野の歴史2014
　自然環境と人々のくらし
6 月29日（日）まで　 市内出土物

や関東大地震の記録展示、本物の土
器や石器を触れるコーナーほか

●社会福祉のために（ 2月16日～ 2
月28日）　現金 3 件　 4 万1300円　
物品 1件　寄付された方（敬称略）　
㈱西田コーポレーション　ジャスミ
ン　匿名 2件

＝とき、 ＝ところ、 ＝内容、 ＝対象、 ＝定員、 ＝費用、
＝申し込み、 ＝締め切り、 ＝問い合わせ

伝言板伝言板みんなの
同一団体の同一紙面での複数掲載は不可

消防功労者として消防団員を表彰

区　分 縦覧帳簿の縦覧 固定資産課税台帳の閲覧

縦覧・閲覧
ができる人

納税者またはその代
理人（委任状が必要）

納税義務者、借地人・借家人などの利
害関係人（賃貸借契約書などが必要）、
またはその代理人（委任状が必要）

費　用 無料 1件300円　※ 6月 2日までは無料
期　間 6月 2日（月）まで 通年

7 6平成26年（2014年）4月 1日 第1098号広報はだの 平成26年（2014年）4月 1日行政一般・催し 募集・スポーツ・健康・施設情報・寄付

　長年、消防団員として勤務し、功績のあった次の
方が表彰されました（敬称略）。　消防庁長官表彰　
◇永年勤続功労章　島村茂雄（緑町）　櫛田雅洋（落
合）　県知事表彰　◇永年勤続優良消防団員（30年）　
小泉加寿彦（寺山）　日本消防協会会長表彰　◇功績
章　門倉敏夫（鶴巻）　◇勤続章　小泉加寿彦　県消防協会会長表彰　◇功
績章　和田雄二（柳川）　杉浦誠（蓑毛）　関野信一（落合）　芦川秀明（八沢）
　◇勤続章（20年）　田中浩（寿町）　山田章雄（元町）
消防総務課☎（81）5451



文化会館チケット情報

問い合わせ　文化会館☎（81）1211
広告

※いずれも未就学児は入場できません。

250セット限定　やまなみファミリーコンサート

杉山清貴
アコースティック・ソロ・ツアー ２０１４

田原ふるさと公園　花祭り

春を満喫しよう

くずはの家　春のつどい

見て、さわる　おたまじゃくしの不思議

　私たちの生活に欠かせない、電
気や熱などのエネルギー。火を使
わずにエネルギーを作り出す太陽
光発電や燃料電池は、環境に優し
いスマートエネルギーとして注目
を集めています。家電機器とスマ
ートエネルギー設備を効率的に運
用するＨＥＭＳを設置したスマー
トハウスは、自動で電気の消費を
抑えて光熱費を節約します。また、
蓄電池などの設備は、災害時など
の備えにもなります。環境にはも
ちろん、家計にも優しいスマート
エネルギーを活用しませんか。

とき　 4月 5日（土）　 6
日（日）　午前 9時半～午
後 3時　ところ　田原ふ
るさと公園　内容　農産
物の直売、模擬店、どむ
ろくの販売（事前予約受
け付け（☎（84）1281）ほか

とき・内容・定員　 4月
29日（火）　◇グリーンオ
リエンテーリング　午前
9時半～午後 2時半　◇
ぶんぶんごまを作ろう　
午前 9時半～午後 2時半

とき　 4月26日（土）　午前 9時半～11時半　ところ
　くずはの広場　対象　小学生以上30人（小学 1・
2年生は保護者同伴）

　春を感じるイベントに参加して楽しみませんか。

8月23日（土）　午後 5時～　小ホール　全席指定　6000円

市内施工業者が行うスマートエネルギー設備の設置費用

　 4 公演を楽しめるセット券を9000円で販売しています。　※単独券も購
入できますが、発売日や入場料は公演ごとに異なります
金子三勇士ピアノ・リサイタル　 7月 5日（土）　午後 3時～　
小ホール　全席指定　単独券2500円（販売中）
奥村愛ヴァイオリン・リサイタル　10月12日（日）　午後 3時～
　小ホール　全席指定　単独券2500円（ 6月22日（日）発売）
須川展也サクソフォン・リサイタル　12月 6 日（土）　午後 3時～　小ホー
ル　全席指定　単独券3000円（ 8月10日（日）発売）
山田和樹東混音楽監督就任記念　東京混声合唱団秦野特別演奏会
平成27年 1 月31日（土）　午後 3時～　大ホール　全席指定　単独券Ｓ席
3000円・Ａ席2000円（ 9月28日（日）発売）　※セット券はＳ席

補助します
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問い合わせ　図書館☎（81）7012

問い合わせ　商工課☎（82）9646問い合わせ　くずはの家☎（84）7874

巡回時間（午後） 曜
日

巡　回　日

巡
　
　
回
　
　
場
　
　
所

0 時半～ 1時～ 2時半～ 3時半～ 4月 5月 6月 7月 8月 9月

山辺保育園 ◎北小学校 渋沢保育園 秦野団地

水

☆2 21 4 9 ☆6 3
16 18 ☆23☆20 17
30

1 時～ 1時35分～ 2時50分～ 4月 5月 6月 7月 8月 9月

◎上小学校 湯の沢団地 ◎西小学校
9 14 11 2 ☆13 10
23 28 16 ☆27 24

☆30
0 時50分～ 2時～ 3時～ 3時45分～

木

4月 5月 6月 7月 8月 9月

◎東小学校 ◎すえひろ
こども園

くずは台
東公園

山谷
自治会館

10 8 5 10 ☆7 4
24 22 19 ☆24☆21 18

2 時～ 2時45分～ 3時半～ 4月 5月 6月 7月 8月 9月

おおね公園 ひかりの街 ひかりの丘
3 1 12 3 14 11
17 15 17 28 25

29 31
0 時55分～ 2時～ 3時半～ 4時～

金

4月 5月 6月 7月 8月 9月

◎堀川
小学校 ◎西幼稚園 はちまん

やま緑地 今泉保育園
☆4 2 13 4 ☆1 12
18 16 ☆18☆15 26

30 29
2 時～ 2時45分～ 3時半～ 4月 5月 6月 7月 8月 9月

南矢名下部
自治会館 おおね台 広畑ふれあい

プラザ
11 9 6 11 8 5
25 23 20 25 22 19

注意
◇学校の巡回時間は変更になることがあります。
◇雨天のときは中止。 1カ所当たりの停車時間は約30分です。
◇長期休み期間中（☆）は、各学校など（◎）には巡回しません。

自動車文庫（たんざわ号）巡回予定表

　100人（当日先着順）　◇石ころ絵にチャレンジ　
午前 9時半～11時半、午後 1時～ 2時半　100人（当
日先着順）　◇もりりんと遊ぼう　午前11時、午後
1時　◇自然のおもしろ展示　午前 9時半～午後 4
時　※いずれもくずはの広場

販売中

スマートハウスの仕組み

②家庭用燃料
電池システム

（エネファーム）
③定置用リチウム
イオン蓄電システム

④ＨＥＭＳ
（ホームエネル
ギーマネジメン
トシステム）

①住宅用
太陽光発電
システム

料金が安い
時間に電力
をためる

発電の熱で
お湯も作る

発 電

電力
使用

発 電

4 月19日（土）午前10時発売（電話受け付けは午後 1時～）

対�象　◇市内で所有・居住する住宅に
①～④の設備を設置する方　◇①～
④の設備が付いている住宅を新築・
購入する方　※マンションなどに設
置するときは、発電または蓄電した
電気などを自身が居住する部分での
み使用する方。①を設置するときは、
余剰電力にかかる電力受給契約を電
力会社と締結できる方
注�意　いずれも申請前には工事の着手はできません。平成27年 3 月末までに工事を完了して、実績報
告が必要です
申�し込み　 4月21日（月）から申請書（市役所西庁舎 1階商工課、公民館、駅連絡所、市ホームページ
にあります）に必要書類を添えて、商工課へ持参。　※予算額に達し次第終了

区分 補助対象 補助額

① 住宅用太陽光発電システム 上限 3万5000円

② 家庭用燃料電池システム 一律 5万円

③ 定置用リチウムイオン蓄電
システム 一律 5万円

④ ＨＥＭＳ 一律 1万円（①～③の
いずれかと併設）

充 電

使用電気量が確認できる
⇒エネルギー消費の見える化

金
子
三
勇
士

ⒸK.Miura

杉
山
清
貴

賢く省エネ スマートハウス

問い合わせ　農産課☎（82）9626

8第1098号 平成26年（2014年）4月 1日賢く省エネ　スマートハウス

「広報はだの」は再生紙を使用しています。
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